「サムソン」　　2008年8月17日　　士師記１６：２８　聖日家族礼拝
１．旧約聖書に、サムソンという人が登場します。この人はイスラエルの国を守っていた人で、とっても強くって、敵のペリシテの兵隊なんてあっというまにやっつけてしまいます。

サムソンは、神様によって特別に力が与えられていました。だから誰もサムソンに勝つことはできなかったんです。
２．ある時サムソンは、デリラという女の人のことを好きになりました。
サムソン「デリラぁ～、オイラはお前のことを愛してるよぉ～。もうオイラはお前にメロメロだよ、
お前のためなら何でもしてあげるよぉ～。」

デリラ「サムソン、私のためだったら何でもしてくれるのよね？」

サムソン「当たり前じゃないか。オイラはお前のためなら、たとえ火の中水の中、どこへでも行くし、何でもやってやるぞぉ～。」

デリラ「それじゃ、あたしのお願い聞いて！」

３．デリラ「あなたの弱点を教えてちょうだい。あなたはすっごく強いでしょう？ 誰もあなたに勝つことはできないわ。でもあなたも人間、どこか弱いところがあるでしょう？ それを私に教えてちょうだいな。それがあたしのお願いよっ！」
　サムソン「デリラぁ、何でそんなことをオイラに聞くんだい？」・・・

４．実はデリラは、敵のスパイをしていたのです！ 敵であるペリシテの兵隊から、たくさんのお金をもらっていました。欲に目がくらんだデリラは、サムソンの弱点を探して、それをペリシテの兵隊に教えるという約束をしていたんです。

　　だからデリラは、必死になってサムソンの弱点を知りたがっていたんだね。

　　でもサムソンは、デリラにも本当のことを言いませんでした。サムソンは、その力が神様から与えられたものであることを知っていました。ですから、神様を裏切ることはしなかったのです。

５．デリラ「あなたは本当のことを私には教えてくれないわ。私を愛しているなんて、口ばっかり。

嘘つきっ・・・」
　デリラの涙を見たサムソンは、たまらなくなって、本当のことを言ってしまいました。

　サムソン「デリラ、これは誰にもナイショだよ。オイラは、かみそりで髪の毛を剃られちゃうと、

弱くなっちゃうんだ。髪の毛を切らないっていうことが、神様との約束なんだよ。でも、これが他の人に知られたら大変だ。絶対に他人にしゃべってはいけないよ・・・」

　そしてその夜・・・

６．やっぱりデリラは裏切りました。床屋を呼んできて、寝ているサムソンの髪の毛を、全部剃っちゃったんです。
　　そんなこととは知らないサムソンは、スヤスヤと眠り続けています・・・。

７．髪の毛が無くなって、力が無くなってしまったサムソン。でもサムソンは、自分の髪の毛がなくなってしまったことに気づいていません。

サムソン「何だか今日は頭が寒いなあ。まあそんなの関係ないさ、オイラは無敵のサムソン様だっ！」

　そう言うと、いつものようにペリシテの兵隊に向かっていったのでした。

８．兵隊１「うわっはっはっはっ、バカめサムソン、いつもと同じだと思って俺たちに向かってきたな。

　　　　　お前はいつものサムソンじゃないんだよ。俺たちには勝てないのさっ！」

　サムソン「あれっ!? どうしたんだ、力が出ないぞっ!? おかしいな、いつもと違うぞっ？？？？」

　　兵隊２「お前はまだ気づかないのか？ 髪の毛が無くなっているんだよ。ツルツルになって力が

無くなったサムソンなど、恐れることはないさ。がははは～、俺たちの勝利だ～！！」

９．こうしてサムソンは敵につかまってしまい、両方の目を取られてしまいました。

「神様ごめんなさい。オイラはとんでもないことをしてしまいました・・・」
10．そしてサムソンは、神様にお祈りしました。

「ああ、神様、どうかもう一度、私のことを思い出してください。 いま一度、力をお与えください。」 士師記１６：２８
11．気づいたら、少しだけ髪の毛が生えてきていますね。神様は、もう一度サムソンに力を与えて

くださいました。

　サムソンは、その力を振り絞って、大きな柱を倒しました。そしてその柱が倒れたことによって、

そこにいた多くの敵をやっつけることができたのでした。

12．私たちも、時々サムソンのように、失敗することがあるかもしれませんね。

　でも、その間違いに気づいたら、神様に素直にお祈りしようね。
素直に神様にお祈りするなら、神様は私たちに新しい力を与えてくださるのです。それが大切なんですよ。

　　
　おしまい。
